
歸

有

光

「
先

妣

事

略

」

の
系

譜

i

母
を
語
る
古
文
體
の
生
成
と
發
展

野

村

鮎

子

は
じ
め
に

中
國
文
學
て
母
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
晶
集
を
編
む
と
し
た
ら
、
明
の
歸
有
光
の

 
 
ね

「先
妣
事
略
」
か
そ
の
選
に
入
る
こ
と
は
閭
違

い
な
い
。
「先
妣
事
略
」
は
、
清
の

姚
鼎
の

『古
文
辭
類
纂
』
傳
状
類

に
收
録
さ
れ
て
以
後
、
廣
範
な
讀
者
を
獲
得
し
、

母
を
語
る
古
文
の
傑
作
と
さ
れ
た
。

先
妣
と
は
、
亡
く
な

っ
た
母
に
對
す
る
敬
稱
。
先
妣
は
、
顯
妣
、
皇
妣
、
亡
妣
、

先
母
、
吾
母
、
先
太
夫
人
、
先
夫
人
と
も
い
い
、
ま
た
、
封
號
に
し
た
か

っ
て
、

ヲ
 

先
淑
人
、
先
恭
人
、
先
宜
人
、
先
安
人
、
先
孺
人
と
稱
す
る
場
合
も
あ
る
。
事
略

と
は
、
文
體
て
い
え
は
行
状
に
分
類
さ
れ
る
文
て
あ
り
、
本
論
て
は
、
士
大
夫
か

自
ら
亡
母
の
生
前
の
徳
行
を
記
し
た
文
の
こ
と
を
、
統

一
し
て
先
妣
行
状
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

行
状
は
、
元
來
、
諡
を
審
議
す
る
際
の
參
考
資
料
て
あ
り
、
官
僚
の
生
罕
の
政

績
を
記
し
て
史
舘
に
報
告
し
、
將
來
の
史
書
編
纂
に
備
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
。
後
世
、
墓
誌
銘
の
執
筆
を
依
頼
す
る
際
に
こ
れ
を
添
え
る
よ
う
に
な
り
、
行

状
の
性
格
か
變
化
し
た
も
の
の
、
女
性
の
行
状
は
官
僚
の
政
績
を
記
す
と
い
う
本

來
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
。
そ
の
た
め
、
士
大
夫
自
撰
の
先
妣
行
状
を

「
非
古
」
の

文
體
と
み
な
し
、

そ
の
存
在
自
體
を
批
到
す
る
向
き
も
あ
る
。
『
禮
記
』
曲
禮
上

歸
有
光

「先
妣
事
略
」
の
系
譜

に

「
内
言
は
梱
を
出
で
ず

(婦
女
子
の
話
は
家
の
し
き
い
か
ら
外
に
は
持
ち
出
さ

な
い
)」
と
あ
り
、
士
大
夫
か
家
の
中
の
女
性
に
つ
い
て
述

へ
る
の
は
愼
む

へ
き

こ
と
と
さ
れ
た
の
も
、
そ
の

日
因
て
あ
る
。

こ
の

「非
古
」
の
文
體
て
あ
る
先
妣
行
状
か
、
文
獻
の
中
て
始
め
て
登
場
す
る

の
は
、
北
宋
て
あ
る
。
そ
の
後
、
元
を
經
て
、
明

・
清
に
大
い
に
行
わ
れ
る
に
至

っ

た
。

で
は
、
先
妣
行
状
と
は
い
か
な
る
文
體
で
、
と
の
よ
う
に
生
成
發
展
し
た
の

か
。
歸
有
光
の

「先
妣
事
略
」
は
、
何
を
も

っ
て
先
妣
行
状
の
傑
作
と
見
な
さ
れ

た
の
か
。
本
論
は
、
歸
有
光
の

「先
妣
事
略
」
を
、
先
妣
行
状
と
い
う
古
文
體
の

歴
史

の
中
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
歸
有
光

「
先
妣
事
略
」

ハヨ
ロ

歸
有
光

(
一
五
〇
七
～

一
五
七

一
)
は
競
を
震
川
と
い
い
、
萬
暦
以
前
の
、
主

と
し
て
嘉
靖
年
聞
を
生
き
た
人
で
あ
る
。
六
十
歳
て
科
舉
に
合
格
す
る
ま
て
は
郷

里
崑
山
か
ら
ほ
と
近
い
嘉
定

て
書
塾
を
經
營
し
て
暮
ら
し
て
お
り
、
そ
の
作
品
は
、

近
隣
の
士
大
夫
と
の
應
酬
の
文
や
、
郷
里
や
家
庭
内
の
出
來
事
を
テ
ー
マ
に
し
た

も
の
か
大
孚
を
占
め
る
。

「先
妣
事
略
」
は
、
母
の
死
か
ら
十
七
年
後
、

一
女
の
親
と
な

っ
た
彼
か
、
母

を
追
慕
し
て
書
い
た
作
品
て
あ
る
。
次
は
そ
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

=
二七



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
五
集

先
妣
周
孺
人
、
弘
冶
元
年
二
月
十

一
日
生
、
年
十
六
來
歸
。
踰
年
生
女
淑
靜
。

淑
靜
者
、
大
姉
也
。
期
而
生
有
光
。
又
期
而
生
女
子
殤

一
人
。
期
而
不
育
者

一
人
。
又
踰
年
生
有
爾
、
姙
十
二
月
。
踰
年
生
淑
順
。

一
歳
又
生
有
功
。
有

功
之
生
也
、
孺
人
比
乳
他
子
加
健
。
然
數
顰
蹙
顧
諸
婢
日
、
「吾
爲
多
子
苦
。」

老
嫗
以
杯
水
盛
二
螺
進
日
、

「飮
此
、
後
姙
不
數
矣
。」
孺
人
舉
之
盡
、
暗
不

能
言
。
(先
妣
周
孺
入
は
、
弘
治
元
年
二
月
十

一
日
に
生
ま
れ
、
十
六
歳

で

嫁
い
で
こ
ら
れ
た
。
翌
年
、
娘
の
淑
靜
を
お
産
み
に
な

っ
た
。
淑
靜
と
は
長

姉
て
あ
る
。

一
年
し
て
有
光
を
産
み
、
さ
ら
に

一
年
し
て
女
兒
を
出
産
さ
れ

た
か
、
そ
の
子
は
夭
折
し
た
。

一
年
し
て
か
ら
身
ご
も

っ
た
か
流
産
な
さ
れ

た
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
有
爾
を
お
産
み
に
な
っ
た
か
、
妊
娠
は
十
二
箇
月
に

及
ん
た
。
翌
年
淑
順
を
産
み
、

一
年
し
て
さ
ら
に
有
功
を
お
産
み
に
な
っ
た
。

有
功
か
生
ま
れ
た
と
き
に
は
、
母
上
は
他
の
子
を
産
ん
た
と
き
よ
り
お
元
氣

だ

っ
た
。
し
か
し
、
母
上
は
た
ひ
た
び
眉
を
し
か
め

て
婢
た
ち
に
、
「私
は

子
供
か
多
く
て
困
る
」
と
い

っ
て
お
ら
れ
た
。
婆
や
か
田
螺
を
二

つ
入
れ
た

飮
み
物
を
す
す
め
て
い

っ
た
。
「
こ
れ
を
飮
め
は
今
後
は
あ
ま
り
妊
娠
し
な

く
な
る
で
し
ょ
う
」
と
。
母
上
は
杯
を
持

っ
て
こ
れ
を
飮
み
干
す
と
、
口
も

き
け
な
い
状
態
に
な
ら
れ
た
の
た
。
『震
川
先
生
集
』
卷
二
五
)

こ
の
後
、
幼
子
を
遺
し
て
母
は
亡
く
な
る
。

正
徳
八
年
五
月
二
十
三
日
、
孺
人
卒
。
諸
兒
見
家
人
泣
、
則
随
之
泣
。
然
獪

以
爲
母
寢
也
。
傷
哉
。

於
是
家
人
延
畫
工
畫
、
出
二
子
、
命
之
日
、
「
鼻
以

上
畫
有
光
、
鼻
以
下
畫
大
妹
。
」
以
二
子
肯
母
也
。
(正
徳
八
年
五
月
二
十
三

日
に
、
母
上
は
亡
く
な
ら
れ
た
。
子
供
た
ち
は
家
の
者
か
泣
い
て
い
る
の
を

見
て
、

つ
ら
れ
て
位
い
た
。
け
れ
と
も
、
母
上
は
眠

っ
て
い
る
だ
け
だ
と
思

っ

て
い
た
。
い
た
ま
し
い
こ
と
だ
。

こ
の
時
、
家
の
者
は
繪
描
き
を
呼
ん
で
肯

像
を
描
か
せ
た
の
た
が
、
二
人

の
子
を
呼
び
出
し
て
、
「鼻
か
ら
上
は
有
光

一
三
八

を
、
鼻
か
ら
下
は

一
番
上
の
姉
を
描
く
よ
う
に
」
と
命
じ
た
。
二
人
か
母
上

に
似
て
い
た
か
ら
だ
。)

歸
有
光
が
母
を
喪

っ
た
の
は
七
歳
の
時
て
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
後
に
語
ら
れ

る
母
の
生
前
の
姿
は
、
幼
い
時
の
僅
か
な
思
い
出
と
、
家
族
か
ら
の
傳
聞
て
あ
る
。

働
き
者
て
儉
約
家
た

っ
た
母
、
針
仕
事
に
餘
念
の
な
か

っ
た
母
、
私
か

『孝
經
』

を
暗
誦
し
て
み
せ
る
と
喜
ん
た
母
。
學
校
に
逋
う
よ
う
に
な

っ
て
も
母
か
戀
し
か

っ

た
こ
と
。
富
裕
だ
か
純
朴
で
優
し
か
っ
た
母
の
實
家
の
人
々
、
彼
ら
は
そ
の
後
、

次
々
と
流
行
病
に
斃
れ
、
外
祀
父
と
二
人
の
叔
父
が
殘

っ
て
い
る
だ
け
て
あ
る
。

文
の
最
後
は
こ
う
結
は
れ
て
い
る
。

孺
人
死

・:
、
十
六
年
而
有
婦
。
孺
人
所
聘
者
也
。
期
而
抱
女
、
撫
愛
之
、

盆
念
孺
人
。
中
夜
與
其
婦
泣
、
追
惟

=

一、
彷
彿
如
昨
、
餘
則
茫
然
矣
。
世

乃
有
無
母
之
人
。
天
乎
。
痛
哉
。
(母
か
亡
く
な

っ
て
か
ら
、

・・十
六
年

し
て
妻
を
娶

っ
た
。
母
が
决
め
て
お
い
て
く
だ
さ

っ
た
女
性
だ
。

一
年
後
に

娘
か
生
ま
れ
た
。

こ
の
子
を
可
愛
が
り
、
ま
す
ま
す
母
上
の
こ
と
を
思
う
よ

う
に
な

っ
た
。
夜
中
に
妻
と
と
も
に
泣
き
な
か
ら
母
の
こ
と
を
追
憶
す
れ
ば
、

ま
る
て
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
せ
る
の
は

一
つ
二
つ
だ
け
て
、
ほ
か

は
ほ
ん
や
り
し
て
い
る
。
私
の
よ
う
に
母
の
無
い
者
だ

っ
て
こ
の
世
に
は
い

る
の
だ
。
あ
あ
天
よ
、
む
ご
い
こ
と
だ
。)

歸
有
光
に
は

「先
妣
事
略
」
の
ほ
か
に
も
、
家
庭
内
の
女
性
を
テ
ー
マ
と
す
る

「
項
脊
軒
志
」
「世
美
堂
後
記
」
「
女
二
二
壙
誌
」
「
女
如
蘭
壙
誌
」
「寒
花
葬
誌
」

な
と
の
作
品
か
あ
り
、
母
子
の
情
を
描
く
こ
と
に
長
け
た
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
生
前
は
そ
れ
ほ
と
高
い
評
價
を
得
て
お
ら
ず
、
蹄
有
光
文
學
か

再
評
價
さ
れ
た
の
は
、
明
末
清
初
に
錢
謙
盒
や
黄
宗
羲
か
登
場
し
て
以
後
の
こ
と

ハく
 

て
あ
る
。
兩
者

の
歸
有
光
評
價
の
差
異
に

つ
い
て
は
、
か

つ
て
論
じ
た
こ
と
か
あ

る
の
で
詳
細
は
省
く
か
、
特
に
黄
宗
羲
は
歸
有
光
文
學
の
中
に
抒
情
を
見
出
し
、



そ
れ
に
高
い
評
價
を
與
え
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
次
に
擧
げ
る

コ

往
深
情
」
ま

 こ

た
は

コ

往
情
深
」
と
い
う
言
葉
に
集
紿
さ
れ
る
。

予
讃
震
川
文
之
爲
女
婦
者
、

一
往
深
情
、
毎
以

一
二
細
事
見
之
、
使
人
欲
涕
。

た
め

(
予

震
川
の
文
の
女
婦
の
爲
に
す
る
者
を
讀
む
に
、

一
往
深
情
に
し
て
、

な
み
だ

毎
に

一
二
の
細
事
を
以
て
之

を
見
わ
し
、
人
を
し
て
涕
せ
ん
と
欲
せ
し
む
。

『南
雷
文
案
』
卷
八

「張
節
母
葉
孺
人
墓
誌
銘
」)

震
川
之
文
、

一
往
情
深
。
故
于
冷
淡
之
中
、
自
然
轉
折
無
窮
。

(震
川
の
文

は
、

一
往
情
深
な
り
。
故
に
冷
淡

の
中
に
于
い
て
、
自
然
に
轉
折
し
て
窮
り

無
し
。
『明
文
授
讀
』
卷
十
四

「評
歸
有
光
」)

さ
ら
に
桐
城
派
の
始
租
方
苞
も
、
歸
有
光
文
學
と
肉
親
の
情
と
の
關
係
に
つ
い

て

「書
歸
震
川
文
集
後
」
で
次
の
よ
う
に
述

へ
て
い
る
。

至
事
關
天
屬
、
其
尢
善
者
、
不
俟
修
飾
馬
而
情
辭
升
得
、
使
覽
者
惻
然
有
隱
。

其
氣
韻
蓋
得
之
子
長
、
故
能
取
法
於
歐

・
曾
、
而
少
更
其
形
貌
耳
。

(事
の

天
属
に
關
す
る
に
至
り
て
は
、
其
の
尢
も
善
き
者
は
、
修
飾
を
俟
た
ず
し
て
、

情
辭

并
び
に
得
、
覽
る
者
を
し
て
惻
然
と
し
て
隱
有
ら
し
む
。
其
の
氣
韻

は
蓋
し
之
を
子
長
に
得
て
、
故
よ
り
能
く
法
を
歐

・
曾
に
取
り
て
、
而
か
も

少
し
く
其
の
形
貌
を
更
う
る
の
み
。
『
方
望
溪
先
生
集
』
卷
五
)

こ
う
し
た
評
價
は
、
清

の
桐
城
振
に
受
け
纒
か
れ
、
姚
鼎
は

『
古
文
辭
類
纂
』

を
編
纂
す
る
に
當
た

っ
て
、
明
文

て
は
ひ
と
り
歸
有
光
の
文
を
收
録
し
、
唐
宋
八

大
家
に
準
ず
る
地
位
を
與
え
た
。

「先
妣
事
略
」
は
、

こ
の

『
古
文
辭
類
纂
』
傳

状
類
に
收
録
さ
れ
て
以
後
、
歸
有
光
の
代
表
作
と
し
て
廣
範
な
讀
者
を
獲
得
す
る

ハロ
リ

に
至

っ
た
の
て
あ
る
。

一
方
、
「先
妣
事
略
」
の
事
略
と
は
、
文
體

て
い
え
ば
行
状
に
あ
た
る
も
の
て
、

女
性
の
行
状
、
と
く
に
士
大
夫
か
自
ら
母
の
行
状
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
古

 ヱ

く
か
ら
批
到
的
な
意
見
も
存
在
し
た
。
南
宋
の
兪
文
豹

『吹
劍
録
外
集
』
は
、
古

歸
有
光

「先
妣
事
略
」
の
系
譜

來
、
女
性
の
徳
行
を
稱
え
た
も
の
と
し
て

『詩
經
』
「既
醉
」
や

『後
漢
書
』
『晉

書
』
の
列
女
傳
、
班
姫

『
女
史
箴
』
婦
行
篇
か
あ
る
こ
と
を
遮

へ
た
後
、
次
の
よ

う
に
い
う
。

然
古
今
志
婦
人
者
、
止
日
碑
、
日
誌
、
未
嘗
稱
行
状
。
近
有
郷
人
志
其
母
、

し
る

日
行
状
、
不
知
何
所
據
。
(然
れ
と
も

古
今
の
婦
人
を
志
す
者
は
、
止
だ
碑

と
日
い
、
誌
と
日
い
、
未
た
嘗

て
行
状
と
稱
さ
ず
。
近
ご
ろ
郷
人
の
其
の
母

し
る

を
志
し
て
行
状
と
日
う
有
り
。
何
の
據
る
所
か
を
知
ら
ず
。)

兪
文
豹
は
女
性
の
行
状
自
體
を
否
定
し
、
士
大
夫
か
自
ら
母
の
行
状
を
書
く
こ
と

を
批
到
す
る
の
て
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
の
は
、
先
妣
行
状
か
生
ま
れ
た

の
は
宋
代

て
あ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
前
、
こ
の
文
體
は
存
在
し
な
か

っ
た
と
い
う
こ

と
て
あ
る
。

て
は
、
宋
以
前
の
、
先
妣
に
關
す
る
文
學
は
と
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
の
て

あ
ろ
う
か
。
次
章
て
は
、
先
妣
行
状
か
生
ま
れ
る
以
前
の
、
母
を
語
る
文
學
を
概

觀
す
る
。

二
、
先
妣
行
状
以
前
の
母
を
語
る
文
學

先
妣

に
對
す
る
哀
悼
の
文
學
の
早
い
例
と
し
て
は
、
『世
読
新
語
』
文
學
篇
八

二
に
次
の
よ
う
な
話
か
見
え
て
い
る
。

謝
太
傅
問
主
簿
陸
退
、
「張
憑
何
以
作
母
誄
、
而
不
作
父
誄
。
」
退
答
日
、

ハ
お
 

「故
當
是
丈
夫
之
徳
、
表
於
事
行
、
婦
人
之
美
、
非
誄
不
顯
。」
(謝
太
傅

主

簿
の
陸
退
に
問
う
、
「張
憑

何
を
以
て
か
母
の
誄
を
作
り
、
父
の
誄
を
作
ら

ぎ
る
」
と
。
退

答
え
て
日
く
、
「故
よ
り
當
に
是
れ
丈
夫
の
徳
は
、
事
行
に

表
わ
れ
、
婦
人
の
美
は
、
誄
に
非
ず
ん
は
顯
わ
れ
ざ
れ
ば
な
る

へ
し
」
と
。)

謝
安
の
問
い
か
け
に
封
し
、
陸
退
は
岳
父
の
張
憑
か
母
の
誄
を
作

っ
た
の
は
、
そ

れ
以
外
て
は
女
性
の
美
徳
を
顯
彰
す
る
手
段
か
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
答
え
て
い
る
。

一
三
九
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現
在
、
張
憑
の
誄
は
傳
わ
ら
な
い
か
、
曹
植
が
母
を
哀
悼
し
た

「
卞
太
后
誄
」

か
の
こ

っ
て
い
る
。
曹
植
は
そ
の
上
表
文

の
中

で
制
作
の
意
圖
に

つ
い
て
、
「臣

聞
銘
以
述
徳
、
誄
爾
及
哀
。
是
以
冒
越
諒
陰
之
禮
、
作
誄

一
篇
。
(臣

聞
く
な
ら

く
、
銘
は
以
て
徳
を
述
べ
、
誄
は
尚
お
哀
に
及
ぶ
と
。
是
を
以
て
諒
陰
の
禮
を
冒

越
し
、
誄

一
篇
を
作
る
。)
」
と
言

っ
て
い
る
。
諒
陰
と
は
喪
中
て
あ
る
こ
と
。
卞

太
后
が
亡
く
な

っ
た
の
は
、
太
和
四
年

(二
三
〇
)
六
月
で
、
七
月
に
高
陵
に
耐

 ヨ
リ

葬
さ
れ
て
い
る
。
曹
植
か
服
喪
期
聞
に
あ
り
な
か
ら
、
そ
れ
を
冒
し
て
ま
て
母
の

誄
を
作

っ
た
の
は
、
墓
誌
銘
に
は
表
わ
す
こ
と
が
て
き
ぬ
、
子
と
し
て
の
哀
悼
の

意
を
示
す
た
あ
て
あ
る
。

た
だ
、

現
存
す
る
母
の
諌
が

「卞
太
后
誄
」

一
篇
て

あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
服
喪
期
間
に
あ
え
て
母
の
誄
の
筆
を
執
る
の
は
、
こ

の
時
代
と
し
て
は
極
め
て
異
例
の
こ
と
た

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
士
大
夫
か
亡
母
の
傳
記
を
記
し
た
も
の
と
し
て
、
魏
の
鍾
會
が
書

い
た
母
の
傳
か
あ
る
。
父
の
婢
妾

で
あ

っ
た
生
母
張
昌
蒲
の
葬
に
際
し
、
そ
の
生

前
の
徳
行
や
彼
女
か
ら
受
け
た
訓

え
に

つ
い
て
述

べ
た
も
の
で
、
『
三
國
志
』
魏

書

鍾
會
傳
に
裴
松
之
注
か

「
會
爲
其
母
傳
日
:

」
、
「
會
時
遭
所
生
母
喪
。
其

母
傳
日
・

」
と
し
て
引
い
て
い
る
た
め
、
後
世

「鍾
會
母
傳
」
ま
た
は

「生
母

張
夫
人
傳
」
と
呼
は
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、
興
膳
宏
氏
が
梁
の
蕭
繹

『金
樓

子
』
后
妃
篇
に
、
蕭
繹
が
生
母
の
忌
明
け
に
際
し
て
執
筆
し
た
阮
修
容
の
傳
が
あ

ロゆ
ロ

る
こ
と
を
發
見
、

こ
れ
に

つ
い
て
論
し
て
お
ら
れ
る
。
「
鍾
會
母
傳
」
も

「阮
修

容
傳
」
も
、
こ
れ
か
獨
立
し
た
傳

で
あ

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
當
時
流
行
し
て
い

た
家
傳
の

一
部
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
の
か
は
不
明
て
あ
る
か
、
そ
こ
に
は
母
の
家

庭
内
て
果
た
し
た
役
割
や
子
女

へ
の
教
育
内
容
か
語
ら
れ
て
お
り
、
士
大
夫
暦
の

家
庭
内
の
状
況
を
垣
聞
見
る
こ
と
か
て
き
る
。

て
は
、
こ
う
し
た
母
の
誄
、
母
の

傳
記
は
、
後
世
に
ど

の
よ
う
に
受
け
繼
か
れ
て
い
っ
た
の
た
ろ
う
か
。

唐
代

て
は
、
士
大
夫
が
自
ら
母
を
哀
悼
す
る
た
め
に
用
い
た
文
體
は
、
先
妣
祭

一
四
〇

文
と
先
妣
墓
誌
銘
の
二
種
類
て
あ
る
。
先
妣
祭
文
に
は
、
封
號
の
追
膾
を
父
母
の

靈
前
に
報
告
し
た
初
唐
の
張
九
齡
の

「
祭
二
先
文
」
(
一
作

「追
膾
祭
文
」)
と
中

唐
の
元
槇
の

「告
膾
皇
考
皇
妣
文
」
が
あ
る
。
ま
た
、
先
妣
墓
誌
銘
は
、
中
唐
の

穆
員
の

「祕
書
監
穆
公
夫
人
裴
氏
玄
堂
誌
」
と
柳
宗
元

の

「先
太
夫
人
河
東
縣
太

君
歸
柎
誌
」

の
二
篇
か
あ
る
。
後
者
は
、
永
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
柳
宗
元
か
か

の
地

て
母
を
亡
く
し
、
翌
年
、
柩
を
長
安
に
歸
葬
さ
せ
た
際

の
作
て
、
後
世
、
先

ハき

妣
墓
誌
銘
の
手
本
と
さ
れ
た
。
士
大
夫
階
級
の
女
性
と
し
て
、
あ
る
へ
き
婦
徳
を

兼
備
し
て
い
た
こ
と
を
い
い
、
息
子
の
左
遷
て
永
州
と
い
う
邊
境
に
居
住
せ
ね
ば

な
ら
な
か

っ
た
こ
と
、
病
に
斃
れ
て
も
醫
藥
備
わ
ら
す
十
分
な
手
當
て
か
で
き
な

か

っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
柩
に
附
き
從

っ
て
ゆ
く
こ
と
の
で
き
ぬ
不
孝
を
縷
縷
述

べ

て
い
る
。
唐
代
で
は
、
文
獻
と
し
て
傳
わ
る
先
妣
墓
誌
銘
は
こ
の
二
篇
た
け
で
あ

る
。
し
か
し
、
二
篇
の
先
妣
墓
誌
銘
か
、
中
唐
と
い
う
古
文
復
興
蓮
動

の
時
期
に

登
場
し
た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
士
大
夫
か
自
ら

 は
ロ

亡
妻
の
墓
誌
銘
や
祭
文
を
執
筆
す
る
よ
う
に
な

っ
た
時
期
と
重
な

っ
て
い
る
。
柳

宗
元
に
は

「亡
妻
弘
農
楊
氏
誌
」
も
あ
り
、
彼
は
普
逋
の
墓
誌
銘
で
は
决
し
て
觸

れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
妻
の
身
體
的
障
害
や
流
産
に
つ
い
て
言
及
し
、
夫
し
か
知

り
え
な
い
妻

の
家
庭
内
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
墓
誌
銘
に
折
り
込
ん
だ
。

そ
も
そ
も
士
大
夫
、

つ
ま
り
男
性
か
亡
く
な

っ
た
場
合
、
用
意
さ
れ
る
文
に
は
、

行
状
、
墓
誌
銘
、
神
道
碑
、
祭
文
が
あ
る
。
女
性
の
場
合
は
、
基
本
的
に
は
墓
誌

銘
と
祭
文
の
み
て
あ
る
。
墓
誌
銘
は
、
死
者

の
事
蹟
を
石
に
刻
し
て
墓
穴
に
埋
め

る
も
の
。
祭
文
は
、
墓
前
て
讀
み
上
げ
て
死
者

の
魂
を
弔
う
文
て
あ
る
。
こ
の
う

ち
墓
誌
銘
は
、
故
人
の
事
績
や
出
自
を
飾
る
た
め
に
、
遺
族
か
名
文
家
に
執
筆
を

依
頼
す
る
も
の
て
、
依
頼
さ
れ
た
側
は
被
葬
者
の
出
自
を
飾
り
、
生
卆
の
事
蹟

に

つ
い
て
美
辭
麗
句
を
竝

へ
る
。
被
葬
者
が
女
性
の
場
合
、
政
事
に
關
す
る
業
績
も

な
い
こ
と
か
ら
、
敍
迹
は
實
家
か
い
か
に
由
緒
正
し
い
立
派
な
家
柄
で
あ
る
か
に



重
點
が
置
か
れ
、
内
容
は
千
篇

一
律
に
陷
り
や
す
い
。
し
か
し
、
士
大
夫
が
自
ら

書
い
た
母
や
妻
の
た
め
の
墓
誌
銘
や
祭
文

に
は
、
家
族

の
結
婚
や
就
職
、
病
氣
や

不
幸
、
家
の
經
濟
状
態
、
母
や
妻

の
苦
勞
話
な
ど
、
書
き
手
で
あ
る
士
大
夫
か
育

っ

て
き
た
環
境
、
家
の
中

の
日
常
が
語
ら
れ
、
讀
む
者

の
心
を
打

つ
。
「
内
言
は
梱

を
出
で
ず
」
と
い
う
規
範
は
、
哀

悼
と
い
う
場
合

に
限

っ
て
そ
の
枠
が
は
す
さ
れ

る
の
た
。

こ
の
傾
向
は
、
宋
代
に
も
受
け
繼
か
れ
て
お
り
、
宋

の
士
大
夫
た
ち
は
自
ら
の

ハ
 
り

亡
妻
や
先
妣
の
た
め
に
積
極
的
に
墓
誌
銘
や
祭
文
を
書
い
た
。
管
見
の
及
ぶ
と
こ

ろ
、
宋
代
の
亡
妻
墓
誌
銘
は
四
十

一
篇

で
、
祭
文
は
二
十
四
篇
の
こ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
宋
代
の
先
妣
墓
誌
銘
と
し
て
は
十
九
篇
、
先
妣
を
祭
る
文
は
二
十
三
篇

を
確
認
し
た
。
た
た
、
先
妣
墓
誌
銘
と
亡
妻
墓
誌
銘
の
總
數
を
比

へ
た
場
合
、
壓

倒
的
に
亡
妻
墓
誌
銘
の
數
か
勝

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
た
ろ
う
か
。

母
親
は
父
と
同
し
く
上

の
世
代

に
屬
す
る
存
在
て
あ
る
。
子
の
親
に
對
す
る
服

喪
期
間
は
三
年

(二
十
七
箇
月
)
て
あ
り
、
妻
の

一
年
と
は
大
き
な
違
い
か
あ
る
。

喪
中

の
著
迹
は
憚
ら
れ
る
。
ま
た
、

一
般
に
既
婚
女
性
か
亡
く
な

っ
た
場
合
、
墓

誌
銘
を
含
む
葬
祭

の

一
切
を
と
り
し
き
る
の
は
そ
の
夫
て
あ

っ
て
、
子
は
父
を
さ

し
お
い
て
母

の
墓
誌
銘
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
祭
文
て
あ

っ
て
も
、
父
か
存

命
て
あ
る
場
合
は

「代
家
君
作
」
と
庄
記
し
た
例
か
多
く
み
ら
れ
る
の
は
そ
の
た

あ
て
あ
ろ
う
。
同
し
家

の
中
の
女
性
と
は
い
っ
て
も
、
士
大
夫
か
自
ら
先
妣
墓
誌

銘
の
筆
を
執
る
機
會
は
、
亡
妻
墓
誌
銘
の
場
合
よ
り
も
少
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

三
、
宋
に
お
け
る
先
妣
行
趺
の
生
成

次
頁
に
あ
げ
る

「士
大
夫
自
撰
先
妣
關
連
文

一
覽
表
」
は
、
明
中
期
ま
て
の
文

學
者
か
亡
き
母
に

つ
い
て
書
い
た
文
を
、
行
状
、
碑
誌
、
祭
文
、
そ
の
他
の
四
つ

歸
有
光

「先
妣
事
略
」
の
系
譜

ハむ
り

に
分
類
し
、
そ
の
篇
數
を
示
し
た
も
の
て
あ
る
。

一
覽
表
を
明
中
期
ま
て
と
し
た

の
は
、
紙
幅
に
限
り
か
あ
る
た
あ
と
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
先
妣
行
状
と
い
う
文
體

が
士
大
夫
の
間
て
定
着
し
た
と
考
え
る
た
め
て
あ
る
。
明
季
に
つ
い
て
は
、
附
表

に

一
括
し
て
そ
の
總
數
の
み
を
擧
げ
て
お
く
。
な
お
、

こ
こ
て
い
う
明
季
と
は

『
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録
』

に
準
し
、
生
年
が
嘉
靖
六
年

(
一
五
二
七
)
以
降
の
者
を
指
す
。

一
覽
表
の

一
番
左
の
段
は
、
行
略

・
行
述

・
行
實

・
述

・
事
略

・
事
状
な
と
の

い
わ
ゆ
る

「行
状
」
で
あ
る
。
二
番
目
の
碑
誌
と
は
、
墓
誌
銘

・
壙
誌

・
壙
記

・

遷
葬
誌

・
阡
表
な
ど
て
あ
る
。
三
番
目
の

「祭
文
」
に
は
、
焚
黄
文

・
告
文

・
祀

文
を
含
め
て
い
る
。
「其
他
」
は
、
家
傳

・
記

・
贊

・
年
譜
な
と
を
含
む
。
嫡
母

と
生
母
の
兩
方
に
つ
い
て
作
品
か
あ
る
場
合
も
あ
り
、
祭
文
や
告
文
か
複
數
あ
る

者
も
い
る
。

右
端
に
は
自
撰
の
亡
妻
墓
誌
銘
や
亡
妻
祭
文
な
ど
の
文
の
有
無
を
、
○
印
で
附

し
て
お
い
た
。
た
た
、
こ
れ
は
、
文
獻
上
の
す

へ
て
の
亡
妻
關
連
の
文
を
リ
ス
ト

ア

ノ
ブ
し
た
も
の
て
は
な
く
、
母
に
關
す
る
作
品
を
有
す
る
文
學
者
に
つ
い
て
の

み
、
妻
を
語

っ
た
文
か
あ
る
か
と
う
か
を
示
し
た
す
き
な
い
。
計
算
に
よ
れ
ば
、

先
妣
に
關
す
る
文
を
書
い
て
い
る
者
の
三
割
以
上
か
亡
妻
を
テ
ー
マ
に
し
た
文
も

書
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
員
か
妻
に
先
立
た
れ
る
經
驗
を
す
る

わ
け
で
は
な
い
か
、
自
ら
の
母
を
語
る
者
は
、
自
ら
の
妻
を
も
語
る
と
い
う
傾
向

に
あ
る
こ
と
は
確
認
て
き
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る

つ
も

り
て
あ
り
、
こ
こ
て
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。

さ
て
、

一
覽
表
に
よ
れ
は
、
最
も
早
い
先
妣
行
状
の
例
は
北
宋
の
胡
宿
て
あ
り
、

作
品
名
を

「
李
太
夫
人
行
状
」
と
い
う
。
北
宋
て
は
こ
の
ほ
か
陳
師
逍
と
陸
佃
、

南
宋
で
は
汪
藻

・
樓
鑰

・
陳
慾

・
王
炎
午

・
許
月
卿
に
作
品
か
あ
る
。
ま
た
、
現

在
、
黄
庭
堅
の
文
集
中
に
は
見
え
な
い
も
の
の
、
元
の
楊
宏
道
に

「題
黄
魯
直
書

一
四

一
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「先
妣
事
略
」
の
系
譜

一
四
三



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
五
集

其
母
安
康
太
君
行
状
墨
跡
後
」
か
あ
り
、
黄
庭
堅
に
も
先
妣
行
状
が
あ

っ
た
こ
と

か
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
前
代

に
は
例
の
な
い
、
新
し
い
文
體
で
あ
る
。
ま
た
、

ハお
ね

亡
妻
に
つ
い
て
は
數
か
少
な
く
、
先
妣
に
顯
著
な
文
體
と
も
い
え
る
。

こ
こ
て
、
女
性
の
行
状
全
般
に

つ
い
て
読
明
し
て
お
く
必
要
か
あ
ろ
う
。
行
状

は
、
行
略

・
行
實

・
事
略

・
事
状
、
あ
る
い
は
灑
と
も
い
う
か
、
い
す
れ
に
せ
よ
、

元
來
、
官
僚
の
妻
や
母
の
た
め
に
作
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
次
に
あ
げ
る
南

宋
王
柏
の

「
答
劉
復
之
求
行
状
」
は
、
恩
師
劉
炎
の
息
子
劉
朔

(復
之
)
か
ら
師

母
す
な
わ
ち
劉
炎
夫
人
の
行
状
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
、
そ
れ
を
斷

っ
た
書
簡
て
あ

る
。
王
柏
は
ま
す
、
行
状
と
い
う
文
體

の
起
源
と
變
遷
を
次
の
よ
う
に
読
明
す
る
。

某
嘗
謂
行
状
之
作
、
非
古
也
。
又
嘗
考
之
、
衞
公
叔
文
子
卒
、
其
子
戌
請
諡

於
君
日
、
「
日
月
有
時
、
將
葬
矣
、
請
所
以
易
其
名
者
。」
請
諡
之
詞
、
意
者

今
世
行
状
之
始
也
。
…
:
自
唐
以
來
、
有
官
不
應
諡
、
亦
爲
行
状
者
、
其
説

以
爲
將
求
名
世
之
士
爲
之
誌
銘
、
而
行
状
之
本
意
始
失
矣
。
(某

嘗
て
謂
う
、

行
状
の
作
は
、
非
古
な
り
と
。
又
た
嘗
て
之
を
考
す
る
に
、
衞
公
叔
文
子
卒

し
、
其
の
子

戌

諡
を
君

に
請

い
て
曰
く
、
「
日
月
時
有
り
、
將
に
葬
ら
ん

と
す
、
以
て
其
の
名
を
易
え
ん
と
す
る
所
の
者
を
請
う
」
と
。
諡
を
請
う
の

お
も
え

り
く

詞
は
、
意
者

今
世

の
行
状

の
始
め
な
り
。
…
:
唐
自
り
以
來
、
官
の
應
に

諡
す

へ
か
ら
ざ
る
に
、
亦
た
行
状
を
爲
る
者
有
り
。
其

の
読
は
、
以
て
將
に

つ
く

名
世
の
士
に
求
め
て
之
か
誌
銘
を
爲
ら
し
め
ん
と
爲
す
。
而
し
て
行
状
の
本

意

始
め
て
失
す
。
『
魯
齋
集
』
卷
七
)

王
柏
か
行
状
を

「非
古
」
の
文
と
す
る
の
は
、
子
か
父
の
諡
を
請
う
た
め

の
詞
と

し
て
生
ま
れ
た
行
状
か
、
後
世
、
著
名
人
に
墓
誌
銘
を
依
頼
す
る
た
め
の
も
の
と

な

っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
女
性

の
行
状
を
否
定
す
る
。

夫
觀
昌
黎

・
廬
陵

・
東
坡
之
集
、
銘
人
之
墓
最
多
、
而
行
状
共
不
過
五
篇
、

而
婦
人
不
爲
也
。
又
知
婦
人
之
不
爲
行
状
之
意
亦
明
矣
。

(夫
れ

昌
黎

・
廬

一
四
四

陵

・
東
坡
の
三
集
を
觀
る
に
、
人
の
墓
に
銘
す
る
こ
と
最
も
多
し
。
而
る
に

行
状
は
共
に
五
篇
に
過
き
す
し
て
、
而
か
も
婦
人
は
爲
ら
さ
る
な
り
。
又
た

つ
く

婦
人
の
行
状
を
爲
ら
ざ
る
の
意

亦
た
明
ら
か
な
る
を
知
る
。)

王
柏
は
韓
愈

・
歐
陽
脩

・
蘇
軾
に
女
性
の
行
状
か
な
い
の
は
、
女
性
の
行
状
が
本

來
存
在
し
な
い
こ
と
を
彼
ら
か
認
識
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
現
實
に
は
、
士
大
夫
階
級
の
女
性
の
墓
誌
銘
は
必
ず
作
ら
れ
て
い
た

し
、
墓
誌
銘
を
依
頼
さ
れ
た
側
に
は
、
故
人
に
關
す
る
何
ら
か
の
情
報
を
書
き
付

け
た
文
書
も
屆
け
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
『
褞
國
文
正
司
馬
公

集
』
卷
七
六

「蘇
主
簿
夫
人
墓
誌
銘
」
に
よ
れ
ば
、
蘇
軾

・
蘇
轍
兄
弟
か
ら
母
程

氏

の
墓
誌
銘
を
依
頼
さ
れ
た
司
馬
光
は
、
二
人
に
向
か

っ
て

「夫
人
徳
非
異
人
所

能
知
也
、
願
聞
其
略
。

(夫
人
の
徳
は
、
異
人

の
能
く
知
る
所
に
非
さ
る
な
り
、

願
わ
く
は
其
の
略
を
聞
か
ん
こ
と
を
)
」
と
い
い
、

こ
れ
に
對
し
て
兄
弟
は

「奉

其
事
状
拜
以
授
光

(其
の
事
状
を
奉
じ
拜
し
て
以
て
光
に
授
け
)」
た
と
い
う
。

こ
こ
て
い
う
事
状
と
は
、
行
状
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
生
活
圈
か
家
の
中
に
限
定
さ

れ
て
い
た
女
性
の
墓
誌
銘
か
書
か
れ
る
た
め
に
は
、
彼
女
を
よ
く
知
る
者
に
よ
っ

て
誌
さ
れ
た
文
書
が
不
可
缺
で
あ
る
。
た
だ
、
蘇
軾

の
文
集
に
こ
の
先
妣
行
状

(事
状
)
か
收
め
ら
れ
て
い
な
い
の
も
事
實
て
あ
る
。
古
禮
を
重
ん
す
る
者
に
と

っ

て
、
家
庭
内
の
女
性
の
個
人
的
な
事
柄
を
自
ら
公
開
す
る
の
は
憚
ら
れ
る
こ
と
で

あ

っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
母
を
語
る
の
に
家
傳
と
い
う
文
體
を
探
る
士
大
夫
も
い
る
。
そ
の

ハガ
ロ

早
い
例
は
北
宋
程
頤
の

「先
妣
上
谷
郡
君
家
傳
」

て
あ
る
。
上
谷
郡
君
と
は
、
母

侯
氏
の
封
號
で
あ
る
。
本
來
、
家
傳
と
は
、
家
中

の
子
孫
に
傳
え
る
た
め
の
も
の

て
あ

っ
て
、
教
誨
家
訓
の
意
味
あ
い
か
強
い
。
敍
述
の
内
容
は
、
墓
誌
や
行
状
と

變
わ
り
は
な
い
か
、
あ
え
て
家
傳
と
い
う
の
は
、
女
性
の
こ
と
は
公
に
す

へ
き
で

ハロ
 

な
い
と
い
う
意
識
か
あ
る
か
ら
て
あ
る
。



先
に
あ
げ
た
宋

の
先
妣
行
状
の
中
か
ら
も
、
先
妣
行
状

の
作
者
と
な
る
こ
と
を

憚

っ
た
例
が
見

つ
か
る
。
陸
佃

「
邊
氏
夫
人
行
状
」
と
圧
藻

「夫
人
陳
氏
行
状
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
原
庄
に
は
、
「借
襲
深
之
待
制
名
撰
」
、
「代
張
秘
作
」
と
あ
る
。

翼
深
之
は
陸
佃
の
同
僚
て
あ
り
、
張
秘
は
汪
藻
の
母
陳
氏
の
女
壻
に
あ
た
る
人
物
。

息
子
か
他
人
の
名
義
で
執
筆
す
る
と
い
う
方
法
も
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で

は
、
宋
代
の
先
妣
行
状
は
、
別
集

に
偶
然
殘

っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
た
ろ
う
か
。

中
國
文
學
に
お
い
て
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
文
學
か
定
着
す
る
過
程
て
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
の
か
、
先
人
の
例
に
倣
う
と
い
う
言

い
回
し
て
あ
る
。
こ
こ
て
、
南

宋
樓
鑰
の

「亡
妣
安
康
郡
太
夫
人
行
状
」
を
舉
げ
て
お
こ
う
。
樓
鑰
は
末
尾
に
次

の
よ
う
に
述

へ
て
い
る
。

不
肯
子
鑰
、
自
省
事
以
來
、
親
見
實
行
聞
格
言
、
舊
矣
。
是
敢
泣
血
具
載
、

以
少
伸
哀
痛
孺
慕
之
誠
。
…
:
竃
変
有
時
、
未
敢
求
銘
于
當
世
大
賢
。
輒
援

曾
文
昭
公
亡
妣
之
稱
、
效
后
山
陳
公
先
夫
人
行
状
之
體
、
敬
刊
之
石
、
以
對

先
君
之
碑
銘
、
以
示
子
孫
、
使
毋
忘
。
(不
肯
の
子

鑰
、
省
事
自
り
以
來
、

親
し
く
實
行
を
見
、
格
言
を
聞
く
こ
と
舊
な
り
。
是
れ
敢
え
て
泣
血
し
て
具

載
し
、
以
て
少
し
く
哀
痛
孺
慕
の
誠
を
伸
ぶ
。
…
…
竃
安
時
有
り
て
、
未
た

敢
え
て
銘
を
當
世
の
大
賢
に
求
め
ず
。
輒
ち
曾
文
昭
公

の
亡
妣
の
稱
を
援
き
、

后
山
陳
公
の
先
夫
人
の
行
状

の
體
に
效

い
、
敬
ん
て
之
を
石
に
刊
し
て
、
以

て
先
君
の
碑
銘
に
對
し
、
以

て
子
孫
に
示
し
、
忘
る
る
毋
ら
し
む
。
『
攻
塊

集
』
卷
八
五
)

  
 

樓
鑰
は
、
曾
肇
の
案
出
し
た
亡
妣
と
い
う
名
稱
を
用
い
、
陳
師
道
の

「先
夫
人

行
状
」
の
體
に
倣

っ
て

「亡
妣
安
康
郡
太
夫
人
行
状
」
を
書

い
た
と
明
言
し
て
い

る
。
陳
師
道

「先
夫
人
行
状
」
と

は
、
陳
師
道
か
母
寵
氏
を
亡
父
と
と
も
に
故
郷

に
葬
る
た
め
に
書
い
た
文

て
あ
る
。
樓
鑰
か
陳
師
道
の
作
品
に
基

つ
い
て
先
妣
行

状
を
誌
し
た
こ
と
は
、
先
妣
行
状
か

一
つ
の
文
學
の
シ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
し
て

歸
有
光

「先
妣
事
略
」
の
系
譜

い
く
上
て
、
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
。
か
つ
て
潘
岳
の

「悼
亡
詩
」
に
よ

っ

て
、
亡
妻
を
語
る
詩
の
扉
か
開
か
れ
た
よ
う
に
、
母
を
具
體
的
に
語
る
文
體
を
、

宋
人
は
創
造
し
た
の
て
あ
る
。

た
だ
、
私
は
王
柏
や
兪
文
豹
の
先
妣
行
状
批
到
か
ら
み
て
、
宋
代

て
は
、
先
妣

行
状
は
い
ま
た
文
體
と
し
て
廣
く
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
て
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
兪
文
豹
の

「近
ご
ろ
郷
人

の
其

の
母
を
志

し
て
行
状
と
日
う
有
り
。
何
の
據
る
所
か
を
知
ら
す
」
と
は
、
樓
鑰

の

「亡
妣
安

康
郡
太
夫
人
行
状
」
に
對
す
る
當

て
こ
す
り
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
明
に
お
け
る
先
妣
行
状
の
展
開

先
妣
行
状
は
、
こ
う
し
た
批
到
を
よ
そ
に
、
元
を
經
て
明
に
な
る
と
飛
躍
的
に

増
加
す
る
。
も
ち
ろ
ん
先
妣
墓
誌
銘
も
増
え
る
の
た
が
、
先
妣
行
状

の
増
え
方
は

急
激
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
表
か
ら
算
出
し
た
先
妣
行
状
と
墓
誌
銘
の
比
率
は
宋

・

元
て
は

「
十
篇
」
對

「二
十
五
篇
」
と
壓
倒
的
に
先
妣
墓
誌
銘
が
優
位

で
あ

っ
た

の
に
封
し
、
明
に
な
る
と
表
に
あ
げ
た
明
中
期
ま
で
で
、
「
八
十

一
篇
」
對

「七

十

一
篇
」
と
逆
轉
す
る
の
て
あ
る
。
明
季
に
至

っ
て
は

「
百
十
九
篇
」
封

「
二
十

二
篇
」
と
な
り
、
先
妣
行
状
の
方
か

一
般
的
に
な
る
。
明
代
で
は
よ
く
古
文
辭
派

と
唐
宋
派
の
違
い
か
問
題
に
な
る
か
、
先
妣
行
状
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ

の
差
異
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
復
古
を
強
く
主
張
す
る
古
文
辭
派
の
別
集
に

「非
古
」
て
あ
る
は
ず
の
先
妣
行
状
か
多
く
見
ら
れ
る
の
は
意
外

て
あ
る
。
明
の

士
大
夫
た
ち
は
、
自
ら
の
母
を
語
る
の
に
、
字
數
に
制
限
か
あ

っ
て
型
か
決
ま

っ

て
い
る
墓
誌
銘
よ
り
も
、
先
妣
行
状
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
好
ん
だ
も
の
ら
し
い
。

先
妣
行
状
は
、
書
か
れ
た
状
况
や
目
的
に
よ
っ
て
、
三

つ
に
分
類

で
き
る
。

ま
す
第

一
に
、
墓
誌
銘
を
依
頼
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
書
か
れ
る
場
合

て
あ

る
。
現
存
す
る
行
状
て
最
も
早
い
北
宋
胡
宿
の

「李
太
夫
人
行
状
」
に
は
、
末
尾

一
四
五



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
五
集

に

「諸
孤
相
與
追
記
罕
生
状
實
、
乞
銘
諸
毳
、
以
光
幽
壤
。
(諸
孤

相
い
與
に
夲

は
か

て

生

の
状
實
を
追
記
し
、
諸
を
塞

に
銘
す
る
を
乞
い
、
以
て
幽
壤
を
光
ら
さ
ん
)
」

と
見
え
る
。
行
状
の
末
尾
に
記
さ
れ
る
決
ま
り
文
句
で
あ
り
、
後
世
に
も
蹈
襲
さ

れ
た
。
ま
た
、
明
の
張
寧
の

「求
呂
文
懿
公
撰
先
母
丁
氏
墓
誌
銘
事
行
状

(呂
文

懿
公
に
先
母
丁
氏
の
墓
誌
銘
を
撰

す
る
を
求
む
る
事
行
の
状
)」

の
よ
う
に
、
題

に
墓
誌
銘
を
依
頼
す
る
相
手
名
を
明
示
し
た
行
状
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
母
の
墓
誌

銘
を
知
友
に
依
頼
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
て
、
最
も
オ
ー
ソ
ド

ノ
ク
ス
な
タ

イ
プ
と
い
え
る
。
な
お
、
明
代
に
は
先
考
と
先
妣

の
合
葬
墓
誌
銘
か
増
え
る
か
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
父
母
を
合
體

さ
せ
た
行
状
も
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

二

つ
め
は
、
先
妣
行
状
が
墓
誌
銘
を
乞
う
た
め
の
文

で
は
な
く
、
そ
れ
自
體
母

を
顯
彰
す
る
目
的
て
書
か
れ
る
場
合
て
あ
る
。
南
宋

の
王
柏
は
前
章
に
引
用
し
た

「答
劉
復
之
求
行
状
」
の
續
き
の
部
分
て
、
依
頼
さ
れ
た
師
母
の
行
状
の
執
筆
を

斷
る
理
由

の
一
つ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

若
以
行
状
而
求
銘
、
獪
有
説
也
。
今
先
夫
人
已
有
墓
銘
、
乃
擴
堂
之
門
人
述

其
師
之
語
、
理
已
當
矣
。
若
又
爲
行
状
、
不
亦
贅
乎
。
…
…
顯
親
之
要
、
實

在
復
之
立
身
行
道
、
日
進
日
盛
、
而
不
在
乎
區
區
之
文
也
。
(若
し

行
状
を

以
て
し
て
銘
を
求
む
れ
ば
、
獪
お
説
有
り
。
今

先
夫
人

巳
に
墓
銘
有
り
て
、

は
な
は

乃
ち
擴
堂
の
門
入

其
の
師

の
語
を
迹
ぶ
る
は
、
理

已
だ
當
れ
り
。
又
た
行

状
を
爲
す
か
若
き
は
、
亦
た
贅
な
ら
ず
や
。

:
…
顯
親
の
要
は
、
實
に
復
之

の
立
身
行
道

の
、
日
進
日
盛

に
在
り
て
、
區
區
の
文
に
在
ら
ざ
る
な
り
。)

こ
の
王
柏
の
言
か
ら
、
劉
復
之
は
亡
母
の
墓
誌
銘
か
す
で
に
あ
り
な
が
ら
、
行
状

の
執
筆
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
行
状
に
は
墓
誌
銘
を
求
め
る
以
外
に
、

故
人
の
徳
行
を
顯
彰
す
る
目
的
も
あ

っ
た
の
て
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
明
の
林
俊

・
陸
深

・
胡
直

・
侯

一
元
ら
に
、
同
し
母
に
つ
い
て

墓
誌
銘
と
行
状
の
二

つ
を
書
い
て
い
る
例
か
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
も
し
、

一
四
六

墓
誌
銘
を
他
者
に
乞
う
た
め
の
行
状
て
あ
れ
は
、
自
ら
先
妣
墓
誌
銘
を
執
筆
し
て

い
る
の
だ
か
ら
矛
盾
す
る
。

林
俊
と
胡
直
の
先
妣
行
状
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

俊
嘗
欲
傳
吾
母
事
行
以
爲
家
訓
、
因
循
有
今
凶
疚
荒
迷
。
纉
迹
弗
次
、
舉

一

而
百
漏
、
不
孝
何
加
焉
。
惟
大
君
子
評
隲
、
以
藉
手
求
言
史
氏
、
不
勝
殞
越
、

願
幸
之
至
。
(俊

嘗
て
吾
が
母
の
事
行
を
傳
し
て
以
て
家
訓
と
爲
さ
ん
と
欲

す
る
も
、
因
循
し
て
今

の
凶
疚
荒
迷
有
り
。
纉
逋

次
な
ら
す
、

一
を
舉
げ

て
百
漏
ら
す
。
不
孝

何
ぞ
焉
に
加
え
ん
。
惟
た
大
君
子

評
隲
し
、
以
て
手

を
藉
し
て
言
を
史
氏
に
求
む
れ
ば
、
殞
越
に
勝
え
す
、
願
幸
の
至
り
な
り
。

林
俊

『
林
見
素
集
』
卷
二
四

「吾
母
安
人
黄
氏
事
行
」
)

顧
悲
自
鹵
于
養
、
又
涼
於
顯
。
如
母
之
沈
脩
何
。
世
有
元
夫
作
者
操
三
不
朽
。

お
ろ
そ

將
徼

一
言
、
托
諸
世
世
、
廼
含
血
振
述
大
較
如
右
。
(顧
た
自
ら
養
に
鹵
か

す
く
な

に
し
て
、
又
た
顯
に
涼
き
を
悲
し
む
。
母
の
沈
脩
を
如
何
せ
ん
。
世
に
元
夫

も
と

の
作
者
の
三
不
朽
を
操
る
有
り
。
將
に

一
言
を
徼
め
て
諸
を
世
世
に
托
さ
ん

お
お
む
ね

と
し
、
廼
ち
含
血
撞
述
す
る
こ
と
大
較
右
の
如
し
。
胡
直

『衡
廬
精
舎
藏
稿
』

卷
二
四

「先
母
周
太
安
人
行
状
」)

こ
れ
ら
は
墓
誌
銘
の
咨
萪

て
は
な
く
、
そ
れ
自
體
が
母
の
徳
行
を
顯
彰
す
る
傳
記

と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
彼
ら
か
意
識
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
節
婦
傳

・
烈

女
傳
の
た
く
い
で
あ
る
か
、
傳
は
第
三
者
に
よ

っ
て
書
か
れ
る

へ
き
も
の
て
、
士

大
夫
か
自
ら
の
母

の
た
め
に
節
婦
傳

・
烈
女
傳
を
作
る
の
は
規
を
こ
え
る
行
爲
で

あ
る
。
彼
ら
は
い
つ
の
日
か
先
妣
行
状
か
他
者
の
目
に
と
ま
り
、
傳
が
作
ら
れ
、

あ
る
い
は
列
女
傳

の
類
に
探
用
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
た
の
て
あ
ろ
う
。

三

つ
め
は
、
家
譜

・
宗
譜
の

一
部
と
し
て
書
か
れ
る
場
合
で
あ
る
。
明
か
ら
清

に
か
け
て
家
譜
や
宗
譜
の
編
纂
が
流
行
す
る
が
、
そ
こ
に
は
、
家
系
圖
の
ほ
か
に
、

家
傳
と
稱
す
る
個
人
の
傳
記
が
收
め
ら
れ
る
。
本
來
は
、

一
族
の
中
の
傑
出
し
た



人
物
を
子
孫
に
傳
え
て
家
訓
と
す
る
も

の
だ
が
、
門
外
不
出
と
い
う
わ
け
で
も
な

く
、
文
學
者
に
よ

っ
て
は
、
別
集
編
纂

の
際
に
、
「
家
傳
」
あ
る
い
は

「
家
乘
」

 ロ
ね

と
い
う
體
例
を
設
け
、

そ
こ
に
先
妣
行
状
を
收
録
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
將
來
、
子
孫
の
榮
達
に
よ

っ
て
封
號
を
追
膾
さ
れ
る
際
の
資
料
と
し
て
の

性
格
も
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
三

つ
は
必
す
し
も
截
然
と
分
け
ら
れ
る
も
の
て
は
な
い
。
先
妣
行

状
は
、
墓
誌
銘
の
資
料
と
し
て
の
元
來

の
役
割
を
超
え
て
、
次
第
に
母
の
傳
記
と

し
て
の
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
行
状
と
い
う
文
體

で
あ
る
以
上
、

一
定

の
型
が
遒
守
さ
れ
る
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
今
、
そ
の
内
容
を
列
舉
し
て
み
る
と
、
①
先
妣
の
生
年
、
沒

年
、
享
年
。
②
先
妣
の
出
自
と
そ
の
家
柄
。
③
吾
か
父
と
そ
の
父
祺
の
官
歴
。
④

子
や
孫
の
官
歴
、
女
子
の
嫁
ぎ
先
。
⑤
先
妣
の
女
徳
。
⑥
先
妣
か
ら
受
け
た
家
教
。

⑦
母
を
喪

っ
た
悲
痛
と
な
る
。
こ
の
う
ち
書
き
手

の
力
量
が
出
る
の
は
、
⑤
⑥
⑦

で
あ
る
。
そ
の
た
あ
、
書
き
手
は
、
女
徳

に
つ
い
て
な
る
べ
く
多
く
の
エ
ピ

ソ
ー

ド
を
盛
り
込
も
う
と
す
る
。
記
述
は
舅
姑

へ
の
孝
、
親
戚

へ
の
心
配
り
、
側
妾
と

の
睦
ま
し
さ
、
嫁

へ
の
配
慮
、
僕
婢

へ
の
い
た
わ
り
な
ど
細
部
に
わ
た
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
先
妣
行
状
は
長
編
化
す
る
傾
向
に
あ

っ
た
。

五
、
先
妣
行
状
の
流
行
の
背
景

明
に
先
妣
行
状
が
流
行
し
た
第

一
の
要
因
と
し
て
は
、
明
か
と
り
わ
け
孝
の
強

調
さ
れ
た
時
代
た

っ
た
と
い
う
こ
と
か
あ
る
。
南
宋
の
朱
子
學
の
規
範
か
庶
民
暦

を
含
め
て
瓧
會
に
浸
透
し
た
の
は
明
代
で
あ
る
。
孝
の
觀
念
は
中
國
の
全
王
朝
を

遘
じ
て
の
も
の
だ
が
、
明
代
と
く
に
顯
在
化
し
、
文
學
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ほ

し
た
。
た
と
え
ば
、
明
代

て
は
父
母
の
六
十
、
七
十
、
八
十
歳
と
い
っ
た
節
目
に

子
か
盛
大
な
壽
誕
の
會

(誕
生
會
)
を
催
す
風
習
か
ひ
ろ
ま

っ
た
。
交
遊
の
あ
る

歸
有
光

「先
妣
事
略
」
の
系
譜

士
大
夫
は
、
壽
詩
や
壽
序
を
膾
り
、
長
壽
は
有
徳
の
結
果
た
と
し
て
そ
の
家
を
稱

え
る
。
そ
の
父
母
に

一
面
識
か
な
く
と
も
お
か
ま
い
な
し
て
、
壽
序

に
は
子
が
い

か
に
孝
道
を
發
揚
し
た
か
か
綴
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
明
代
に
は
壽
序
と
い
う
新

し
い
文
體
か
大
量
に
出
現
す
る
に
至
り
、
そ
の
中
に
は
女
性
の
た
め
の
壽
序
も
多

ハの
ね

く
含
ま
れ
る
。
壽
序
や
壽
詩
を
依
頼
す
る
た
め
に
、
子
が
母
の
存
命
中
に
行
状
を

ハ 
ロ

作
成
す
る
場
合
も
あ

っ
た
。

第
二
に
、
先
述
の
孝
の
規
範
と
蓮
動
す
る
の
だ
か
、
母
の
地
位
か
あ
か

っ
た
こ

と
か
舉
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
時
代
、
友
人
の
求
め
に
應
じ
て
書
か
れ
た
墓
誌

銘
の
大
孚
か

「
だ
れ
そ
れ
の
母
某
孺
人
墓
誌
銘
」
に
作

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知

ら
れ
る
。
「だ
れ
そ
れ
の
母
某
孺
人
墓
誌
銘
」
と
い
う
言

い
方
は
あ

っ
て
も

「
だ

れ
そ
れ

の
父
の
墓
誌
銘
」
と

い
う
題
は
存
在
し
な
い
。
ま
さ
に
、
「母
は
子
を
以

て
貴
し
と
爲
す
」
で
あ
る
。
實
は
先
妣
行
状

の
中
に
は
、
側
室

の
女
性
を
對
象
と

し
た
も
の
も
あ
る
。
明
代
は
父
母
合
葬
の
例
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
側
室
は
嫡
子

を
産
ん
だ
と
し
て
も
合
葬
は
認
め
ら
れ
な
い
。
庶
出
の
士
大
夫

に
と

っ
て
、
先
妣

行
状
は
、
孝
の
名
分
の
も
と
に
側
室
の
身
分

て
あ
る
母
を
顯
彰

て
き
る
文
體

で
も

あ

っ
た
。

第
三
に
、
墓
誌
銘
の
形
骸
化
か
擧
げ
ら
れ
よ
う
。
宋
以
後
、
母
の
墓
誌
銘
を
自

ら
誌
す
士
大
夫
か
増
え
た
と
は
い
え
、
基
本
的
に
墓
誌
銘
は
他
者

に
依
頼
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
、

一
定
の
型
が
あ
り
、
ど
れ
ほ
と
筆
力
か
あ
ろ
う
と
も
女
性

の
銘
文
は
似
た
り
寄

っ
た
り
に
な
り
か
ち
て
あ
る
。
字
數
に
制
限
の
な
い
先
妣
行

状
と
い
う
文
體
は
、
自
ら
の
母
に
つ
い
て
委
細
漏
ら
さ
す
誌
し
た
い
と
い
う
士
大

夫
の
欲
求
に
合
致
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

明
末
の
賀
復
徴
か
文
を
體
例
別
に
編
纂
し
た

『文
章
辮
體
彙
選
』
七
八
〇
儷
は
、

抄
本
し
か
傳
わ
ら
ず
、
さ
ほ
ど
廣
く
行
わ
れ
た
書
物
で
は
な
い
が
、
行
状

に
は
崔

銑
の

「顯
妣
淑
人
李
氏
述
」
か
探
ら
れ
て
い
る
。
明
に
は
、
女
性
の
行
状
や
士
大

一
四
七
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夫
か
自
ら
先
妣
行
状
を
書
く
こ
と
を
タ
ブ
ー
睨
す
る
よ
う
な
雰
圍
氣
は
全
く
な
い
。

六
、
歸
有
光
と
母
子
の
情

歸
有
光
の

「先
妣
事
略
」
は
、
先
妣
行
状
と
し
て
は
、
特
異
な
作
品
で
あ
る
。

ま
す
、
長
編
化
の
傾
向

の
中
に
在

っ
て
、
「先
妣
事
略
」
は
む
し
ろ
短
い
方
て
あ

る
。
た
し
か
に
行
状
に
必
要
な
情
報
、
母
の
姓
名
や
出
自
、
亡
く
な

っ
た
年
月
日

は
、
漏
れ
な
く
書
い
て
あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
の
、
ふ

つ
う
な
ら
諱
や
出
自
か
ら

始
ま
る
箇
所
に
は
、
母
か
死
ぬ
に
至

っ
た
事
情
か
迹
べ
ら
れ
、
諱
や
出
自
に
つ
い

て
の
情
報
は
中
段
に
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
執
筆
さ
れ
た
の
は
母

の
死
か
ら
十
七
年
後
の
こ
と
て
あ
り
、
墓
誌
銘
依

頼
の
た
め
の
先
妣
行
状

て
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
て
あ
る
。
ま
た
、
母
を
顯
彰
す

る
た
め
の
文

て
も
な
く
、
家
教
に

つ
い
て
縷
縷
迹

へ
る
わ
け
て
も
な
い
。
も
し
母

の
こ
と
を
顯
彰
し
、
孝
心
を
發
露
す
る
こ
と
か
目
的
な
ら
ぱ
、
母
か
避
妊
藥
と
稱

す
る
田
螺
を
飮
ん
で
死
に
至

っ
た
事
情
な
と
は
、
祕
し
て
語
ら
れ
な
か

っ
た
は
す

て
あ
る
。
子
を
産
む
こ
と
が
女
の
重
要
な

つ
と
め
と
さ
れ
た
時
代
、
「
子
か
多
く

て
困
る
」
と
い

っ
た
女
徳

に
乖
る
よ
う
な
母
の
科
白
は
記
さ
れ
な
か

っ
た
は
す
で

あ
る
。
さ
ら
に
何
よ
り
も
、
歸
有
光
は
、
先
妣
行
状
の
中
て
多
用
さ
れ
る

「不
肯

の
子
」
と
か

「
不
孝
大
罪
」
、
あ

る
い
は

「
孤
子
泣
血
し
て
謹
状
す
」
と
か
い
っ

た
常
套
表
現
を

「先
妣
事
略
」
に

一
切
用
い
て
い
な
い
。
「先
妣
事
略
」

の
主
題

は
母
の
顯
彰
に
あ
る
の
て
は
な
く
、
母

の
い
な
い
哀
し
み
を
い
う
こ
と
に
あ
る
。

多
く
の
先
妣
行
状
が
大
げ
さ
な
言
辭
を
蓮
ね
て
母

へ
の
哀
悼
の
辭
と
し
、
あ
ら
ゆ

る
女
徳
を
陳
列
し
て
母
を
顯
彰
し
、
自
ら
の
孝
心
を
發
揚
し
よ
う
と
し
た
の
に
封

し
て
、
歸
有
光

の

「先
妣
事
略
」

が
描

い
た
の
は
純
粹
な
母
子
の
情
て
あ

っ
た
。

次
に
あ
げ
る

「
亡
見
翩
孫
壙
誌
」
は
、
長
男
翩
孫

の
母
で
、
「先
妣
事
略
」
に

も
登
場
す
る
妻
か
、
生
ま
れ
た
は
か
り
の
子
を
の
こ
し
て
亡
く
な
る
場
面
か
ら
始

一
四
八

ま

っ
て
い
る
。

鳴
呼
。
余
生
七
年
、
先
妣
爲
聘
定
先
妻
、
而
以
吾
妹
與
王
氏
。

一
年
、
而
先

妣
棄
余
。
余
晩
婚
、
初
舉
吾
女
、
毎
談
先
妣
時
事
、
輒
夫
婦
相
封
泣
。
又
三

年
、
生
吾
兒
。
先
妻
時
已
病
。
然
甚
喜
、
呼
女
婢
抱
以
見
舅
氏
。
臨
死
之
夕
、

數
言
二
児
、
時
時
戟
二
指
以
示
余
。
可
痛
也
。
(あ
あ
、
私
か
生
ま
れ
て
七

年
目
に
、
母
上
は
私
の
た
め
に
先
妻
と
の
婚
約
を
決
め
、
姉
を
王
氏
に
嫁
か

せ
る
約
束
を
な
さ

っ
た
。

一
年
後
に
母
上
は
私
を
お
い
て
逝

っ
て
し
ま
わ
れ

た
。
私
は
結
婚
が
晩
く
、
最
初
に
娘
を
授
か
り
、
母
上

の
生
前
の
こ
と
を
話

す
た
び
、
夫
婦
て
涙
し
た
も
の
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
し
て
男
見
か
生
ま
れ
た
。

先
妻
は
そ
の
時
す
て
に
病
氣
だ

っ
た
か
、
大
變
喜
ん
て
、
婢
を
呼
ん
で
抱
か

せ
母
上
の
實
家
に
見
せ
に
行
か
せ
た
。
臨
終
の
夜
に
は
、
繰
り
返
し
二
兒
の

こ
と
を
い
い
、
何
度
も
私
に
向
か

っ
て
指
を
二
本
立

て
て
み
せ
た
。
本
當
に

哀
れ
だ

っ
た
。
『
震
川
先
生
集
』
卷
二
二
)

二
本
の
指
は
、
死
の
床
に
あ
る
妻
の
、
二
人

の
子
を
頼
む
と
い
う
サ
イ
ン
て
あ
る
。

幼
子
を
殘
し
て
死
ぬ
母
の
思
い
か
傳
わ
っ
て
く
る
描
寫
て
あ
る
。

さ
ら
に

「外
姑
を
祭
る
文
」
に
は
、
こ
の
妻
が
臨
終
の
床
て
母
を
待

つ
場
面
か

描
か
れ
る
。

十
月
庚
子
、
將
紹
之
夕
、
問
侍
者
日
、
「
二
鼓
矣
。
」
聞
戸
外
風
淅
淅
日
、

「天
寒
、
風
且
作
。
吾
母
其
不
能
來
乎
。
吾
其
不
能
待
乎
。
」
鳴
呼
。
顛
危
困

頓
、
臨
死
垂
組
之
時
、
母
子
之
情
何
如
也
。
(十
月
庚
子
、
臨
終
の
夜
、
「
二

鼓
の
時
分
か
し
ら
?
」
と
侍
者
に
聞
い
た
。
戸
外
の
風
の
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と

い
う
音
を
聞
き
、
「冷
え
て
き
て
、
風
か
出
た
み
た
い
。
お
母
樣
は
聞
に
合

わ
な
い
か
も
。
私
は
も
う
待
て
な
い
か
も
」
と
い

っ
た
。
あ
あ
、
人
生

の

一

大
事
、
ま
さ
に
人
か
死
の
う
と
す
る
時
の
、
母
子
の
情
の
何
と
深
い
こ
と
よ
。

『震
川
先
生
集
』
卷
三
〇
)



歸
有
光
が
描

い
た
、

こ
う
し
た
母
子

の
情
、
血
を
分
け
た
肉
親

へ
の
思
い
は
、

今
日
の
讃
者
に
と

っ
て
は
、
大
變

近
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
載
道
の
文
學
と
い
う

觀
點
か
ら
み
れ
ば
、
家
庭
内
の
こ
と
を
こ
ま
ご
ま
と
描
寫
す
る
彼
の
手
法
は
、
あ

ま
り
高
く
評
價
さ
れ
な
か

っ
た
。
歸
有
光
文
學
の
評
價
が
定
ま
る
の
は
、
上
述
し

た
よ
う
に
、
明
末
清
初

の
錢
謙
盆

や
黄
宗
羲
を
經
て
、
清
の
桐
城
派
に
至

っ
て
か

ら
て
あ
る
。
そ
し
て
、
「先
妣
事
略
」
は

『古
文
辭
類
纂
』

に
收
入
さ
れ
て
以
後
、

多
く
の
讀
者
を
獲
得
し
、
實
作
面

て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

桐
城
派

の
劉
大
楓
に
私
淑
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
陽
湖
派
の
古
文
家
張
惠
韵
に

は
、
歸
有
光
と
同
題

の

「先
妣
事
略
」
と
い
う
作
品
か
あ
る
。
二
十
九
歳
で
寡
婦

と
な
り
、
針
仕
事

て

叫
家
を
支
え
た
母
を
哀
悼
し
た
文
て
あ
る
。
彼
は
、
飢
餓
に

あ
え
い
だ
幼
い
日
々
を
赤
裸
々
に
語

っ
た
あ
と
、
三
十
年
前
の
母
の
自
殺
未
邃
に

言
及
す
る
。

嘗
憶
惠
言
五
歳
時
、
先
妣
日
夜
哭
位
數
十
日
、
忽
蒙
被
晝
臥
。
惠
言
戯
牀
下
、

以
爲
母
倦
哭
而
寢
也
。
須
臾
族
母
至
、
乃
知
引
帶
自
經
。
幸
而
得
蘇
。
而
先

妣
疾
、
惠
言
在
京
師
。
聞
状
馳
歸
、
已
不
及
五
十

一
日
。
鳴
呼
。
天
降
罰
于

惠
言
、
獨
使
之
無
父
無
母
也
耶
、
而
于
先
妣
、
何
其
酷
也
。
(む
か
し
、
私

惠
言
か
五
歳

の
こ
ろ
、
母
上

は
數
十
日
間
晝
も
夜
も
位
き
通
し
た

っ
た
か
と

思
う
と
、
突
然
晝
に
ふ
と
ん
を
被

っ
て
寢
て
し
ま
わ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

私
は
ヘ
ノ
ト
の
下

で
遊
ん
で
い
て
、
て
っ
き
り
母
上
は
泣
き
疲
れ
て
お
休
み

に
な
ら
れ
た
の
た
と
思

っ
て
い
た
。
す
く
に
伯
母
さ
ん
か
や

っ
て
き
て
、
母

上
か
帶

て
首
を
く
く
ろ
う
と

な
さ

っ
た
こ
と
を
知

っ
た
。
幸
い
に

一
命
を
取

り
と
め
た
。
母
上
が
病
に
倒

れ
ら
れ
た
と
き
、
私
は
都
に
い
て
、
知
ら
せ
を

聞
い
て
飛
ん
で
歸

っ
た
の
だ
か
閭
に
合
わ
ず
、
母
の
死
か
ら
五
十

一
日
が
經

っ

て
し
ま

っ
て
い
た
。
あ
あ
、
天
か
私
に
降
し
た
罰
は
、
父
と
母
と
を
失
う
と

い
う
こ
と
だ
け
な
の
に
、
天

の
母
上
に
對
す
る
仕
打
ち
の
何
と
酷
い
こ
と
よ
。

歸
有
光

「先
妣
事
略
」
の
系
譜

『茗
柯
文
二
編
』
卷
下
)

こ
の
幼
子
か
母
の
異
變
に
氣

つ
か
ぬ
場
面
は
、
歸
有
光
の

「
先
妣
事
略
」
を
彷

彿
と
さ
せ
る
も
の
て
、
歸
有
光
文
學
の
影
響
か
色
濃
く
感
じ
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

先
妣
行
状
の
起
源
は
、
母
の
墓
誌
銘
を
依
頼
す
る
た
め
に
、
そ
の
資
料
と
し
て

母

の
生
年
や
卒
年
、
出
自
や
家
教
、
生
前
の
徳
行
を
記
し
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か

し
、
唐
以
前
は
、
そ
れ
は

「
内
言
は
梱
を
出
で
ず
」
の
儒
教
規
範
や
喪
中
の
執
筆

を
忌
む
慣
習
に
よ
っ
て
、
文
學
者
の
別
集
の
中
に
收
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

別
集
に
收
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
宋
代
か
ら
て
あ
る
。
し
か
し
、
宋
代
に

は
、
こ
の
新
し
い
文
體
を

「非
古
」
と
み
な
す
む
き
も
あ
り
、
先
妣
墓
誌
銘
は
認

知
さ
れ
て
も
、
先
妣
行
状
を
別
集
に
堂
々
と
收
録
し
た
文
學
者
は
少
數
て
あ

っ
た
。

元
を
經
て
明
に
な
る
と
、
孝
の
規
範
か
強
ま
り
、
母
の
地
位
か
相
對
的
に
上
昇

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
先
妣
行
状
は
先
妣
墓
誌
銘
と
と
も
に
流
行
す
る
。
そ
し
て
、

本
來
、
墓
誌
銘
の
資
料
て
あ

っ
た
は
す
の
先
妣
行
状
は
、
獨
立
し
た
も
の
に
な
り
、

士
大
夫
に
と

っ
て
母
を
顯
彰
し
、
孝
心
を
發
揚
す
る
文
體
と
な
る
。
士
大
夫
は
、

墓
誌
銘
に
は
書
け
ぬ
家
庭
内
の
雜
事
や
母
の
家
教
に
つ
い
て
、
詳
述
す
る
よ
う
に

な
る
。
肉
親
の
思
い
出
を
語
り
た
い
と
い
う
内
的
な
欲
求
は
、
人
類
普
遍

の
も
の

て
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
當
時

の
孝
や
女
徳

の
規
範
の
も
と
て
、
先
妣
行
状

の
内
容
は
パ
タ
ー
ン
化
し
て
、
委
曲
詳
盡
の
み
に
力
か
注
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
歸
有
光
の

「先
妣
事
略
」
な
の
て
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、

先
妣
行
状

で
あ
り
な
か
ら

「不
孝
」
「不
倉

の
子
」
と
い
っ
た
孝
の
規
範
か
ら
出

た
言
葉
は

一
切
使
わ
ず
、
純
粹
な
母

へ
の
思
い
か
吐
露
さ
れ
る
。
今
日
の
私
た
ち

か
讀
ん
て
も
極
め
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。
歸
有
光
は
、
先
妣

行
状
と
い
う
文
體
か
宿
命
的
に
背
負
う
か
に
見
え
た
孝
の
規
範
を
、
母
子
の
情
の

一
四
九
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世
界
を
描
く
こ
と
で
い
と
も
簡
單

に
超
越
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
當
時
の
先
妣

行
状
と
し
て
は
極
め
て
異
例
の
内
容
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
私
に
は
、
こ
れ
こ
そ
か
先
妣
行
状
と
い
う

「非
古
」
の
文
體
を
生
ん

だ
、
本
來

の
精
禪
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
。

庄
(
1
)

こ
こ
て
は
康
煕
本

『
震
川
先
生
集
』

の
標

題
に
よ

っ
た
。
萬

暦
元
年
崑
山
本
も

同

じ
。
た
だ
し
、
萬
暦
年
聞
刻

の
常
熟
本

は

「
先
妣
事
状
」
に
作

る
。

(2
)

明
制
は
宋

に
倣

い
、

一
品

の
官
僚

の
母
ま
た
は
妻

に
は

一
品
夫
人
、
二
品

に
夫
人
、

三
品

に
淑
人
、

四
品

に
恭
人
、
五

品

に
宜
人
、
六
品

に
安
人
、
七
品
以
下

に
孺
人

の

封
號
が
與
え
ら
れ
る
。
た

た
し
、

宋

の
政
和
二
年
以
前
は
、

一
品

に
國
夫
人
、

二
品

に
郡
夫
人
、
三
品

か
ら
六
品

に
郡
君
、
七
品
以
下

で
は
縣
君
か
膾
ら
れ
た
。

(
3
)

生
年
を

一
五
〇
六
年
と
す

る
こ
と
が
多

い
が
、
實
際

は
正
徳
元
年
十

二
月

二
十
四

日
の
生
ま
れ

て
、

こ
れ
は
西
暦

一
五
〇
七
年

一
月
六

日
に
あ
た
る
。

(
4
)

拙
論

「錢
謙
盆

の
歸
有
光

評
價
を
め
く

る
諸
問
題
」

(『
日
本
中

國
學

會
報
』
第

四

四
集

一
九
九
二
年
)

お
よ
び

「
黄
宗
羲

の
歸
有

光
評
價
を
め
く

っ
て
」

(『
學
林
』

第
十
七
號

一
九
九

一
年
)
參
照
。

(
5
)

『
世
設
新
語
』
任
誕
篇
四
二

の

「
一
往
有
深
情
」
に
基

つ
く
言
葉

で
あ
る
。

(
6
)

明
代

は
歸
有
光

に
對

す
る
評
價

は
さ
ほ
ど
高

く
は
な
く
、

萬
暦
三
十

一
年
刻

『
今

文
選
』

は
歸
有
光

の
作
品
を

一
篇
も
收
録

し
て
い
な
い
。

明
末

に
な
る
と
、
天
啓

三

年
刻

『
明
文

奇
賞
』

に
五
篇
、
崇
碵

四
年
刻

『
皇
明
文
徴
』

に
四
篇
と
微
増

し
、
清

初

の
黄

宗
羲

に
至

っ
て

『
明
文
案

』

に
三
十

一
篇
、
『
明
文
海

』

に
二
十

三
篇
と
、

評

價
か
高
ま

る
。

た
だ
、

「
先
妣
事
略
」

は
含
ま

れ
て

い
な

い
。

明
文
總
集

の
類

で

最

初

に

「
先
妣
事

略
」
を

收
録
し

た
の
は
、
康
煕

三
十

二
年

刻

『
明
文
在
』

(
た
だ

し

「先

妣
事
状
」

に
作

る
)

て
あ
る
。
編
者

の
薛
熙
は
汪
碗

の
門
下
生

て
、
自
ら

の

集

を

『
依
歸

集
』

と
名

つ
け
る

ほ
ど
歸

有
光

に
傾
倒

し
た
人

物
だ

が
、
『
明
文
在

』

一
五
〇

は
廣
く
世

に
行
わ
れ
た
と
は
い
い
難

い
。

や
は
り

「
先
妣
事
略
」
は

『古
文
辭
類
纂
』

に
探
ら
れ

て
以
後
、
人
氣
を
博

し
た

の
だ
と
思

わ
れ

る
。

『
古
文
辭
類
纂

』
は

こ
の

ほ
か
歸

有
光

の
い
わ

ゆ
る
婦
女
子

の
た
め

の
作
品
を
多
く
收
録
す

る
が
、

こ
れ
は

日

常

に
古
文

の
材
を

發
見
す

る
と

い
う
桐
城
派

の
志
向

と
も

一
致
し
た
た
め

で
あ
ろ
う
。

(
了
)

兪
文
豹

の
生

卒
年

は
不
詳
。

『
吹
劍
録
外

集
』
卷
首

に
淳
砧
十
年

(
一
二
五
〇
)

の
序
か
あ

る
。

な
お
、
清

の
王
應
奎

は

『
柳
南
随
筆
』
卷

二

で
兪
文

豹
の
読

に
贊
同

し
、
唐
時
升

(
明
季

の
古
文
家

で
、
歸
有
光

の
流
れ

を
汲

む

い
わ
ゆ
る
嘉
定

四
君
子

の

一
人
)

に
先

妣
行

状

の
作

が
あ
る
こ
と
を
難
し

て
い
る
。

清
に
至

っ
て
も
な
お
先

妣
行
状

に
批
到
的
な
立
場

の
者

も
存
在
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

(
8
)

こ
の
部
分

の

「事

行
」

と

い
う
言
葉

は
、
從
來
、

士
大
夫

の
仕
事
や
業
績
と

い
う

よ
う

に
解

釋
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
私

は
誄

と
い
う
文
體
と

の
對
比
か
ら
、
事
行

状
す

な
わ
ち
行
状
を
指
す
と
考
え
る
。

(
9
)

『
三
國
志
』

魏
志
明
帝
紀

に

「
(太
和
)
四
年
六

月
戊
子
太
皇
太
后
崩
。

・
…
秋
七

月
、
武
宣
卞
后
耐
葬
於
高
陵
」

と
あ

る
。
后
妃
傳

か

「
五
月
薨
」

に
作
る

の
は
誤
り
。

詳
細

は
趙
幼
文

『曹
植
集
校
庄
』
參
照
。

(
10
)

「
子
か
描

く
母

の
胄
像
I
l

『
金
樓

子
』

皇
妃
篇

に

つ
い
て
」

(
『
宮
澤
正
順
博
士

古
稀

記
念

東

洋
1
1
比
較
文
化
論
集
』
青
史
出
版

二
〇
〇

三
年
)
。

(
11
)

宋

李
肪
編

『文
苑
英
華
』
卷
九
六
九

誌
三
十
五

婦
人
七
、
元
潘
昂
霄

『
金
石
例
』

卷
三
歸
耐
誌
式
、
明
王
行

『
墓
銘
舉
例
』
卷

一
柳

河
東
參

照
。

(
12
)

中
原
健

二

「
詩
人

と
妻
i
-
中
唐
士
大
夫
意
識

の

一
斷
面

」
(
「
中
國
文

學
報
」
第

四
七
冊

一
九
九
三
年
)。

(
13
)

宋
代

の
亡
妻

と
士
大
夫

の
文

學
に

つ
い
て
は
、
中

原
健
二

「
夫
と
妻

の
間
l
l
宋

代
文
人
の
場
合
ー

」
(『中
華
文
人
の
生
活
』
卆
凡
肚

一
九
九
四
年
)
を
參
照
さ

れ
た
い
。

(14
)

調
査
は

『
四
部
叢
刊
』
『文
淵
閣
四
庫
全
書
』
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
『續
修
四

庫
全
書
』、
お
よ
び
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
所
藏
の
別
集

(内
閣
文
庫
、
静
嘉

堂
文
庫
、
尊
經
閣
文
庫
、
北
卒
圖
書
館
舊
蔵
書
な
と
の
景
照
本
を
含
む
)
に
よ
っ
た
.



博
捜
を

心
が
け
た
か
、
國

内
外

に
な
お
未

見
の
書

が
あ
り
、
若
干

の
逍

漏
は
冤
れ
な

い
。
博
雅

の
ご
指
摘
を
乞

う
。

(
15
)

亡
妻

行
吠

は
、

宋

で
は
韓
碕

「
録
夫
人

崔
氏
事
迹
與

崔
殿
丞
請
爲

行
状
」
、
宋
許

景
衡

「陳

孺
人
述
」

の
二
篇
、
元

で
は
袁
桷

「
亡
妻

鄭
氏
事
状
」

一
篇
、

明
中
期

に

や
や
増

え

て
、
李
攀
龍

「亡
妻
徐
恭
人
行
状
」

な
と
十
篇
。

さ
ら

に
明
末

か
ら
急
増

し
、
清

に
至

っ
て
普
遍
化

し
た
よ
う

で
あ

る
。

(
16
)

明
徐
師

曽

『
文
體
明
辨
』

に
、

「按
字
書

云
、
『
迹
、
謖
也
。
纂

謖
其
人
之
言
行

以

俟
考

也
。
』
其

文
與
状
同
、

不

日
状
、
而

日
迹
、
亦
別

名
也
。

(
按
ず
る

に

字
書

に

云

う
、
『
述

は
謖
な

り
。

其

の
人

の
言
行

を
纂

謖
し

て
以

て
考
を
俟

つ
な
り
』
と
。

其

の
文

は
状

と
同
し
。
状

と
日
わ
ず
し

て
述
と
日
う

は
、

亦
た
別
名

な
り
)
」
と
あ

る
。

(
17
)

西
上
勝

「古
文

と
母
l
I
歐
陽
脩

「瀧
岡
阡
表
」
考
i

」

(『
日
本
中
國
學
會
報
』

第

五
十

三
集

二
〇
〇

一
年
)
參
照
。

な
お
、

本
論

で
は
、
歐

陽
脩

の

「瀧
岡
阡
表
」

は
碑
誌

に
分
類

し

て
い
る
。

(18
)

「
先
妣
上
谷
郡
君
家
傳
」

は
、
『
宋

文
鑑

』

に
收
録
さ
れ

て
廣
範

な
讀
者

を
獲
得

し

た
。

後
世
、

こ
れ

に
倣

っ
て
家
傳

と
稱
し

て
母
を
語
る
者
も
現
れ

た
。

た
と
え
ば
、

明

の
戴

黶

『
戴
中
丞
遺
集

』
卷
六

「
先
妣

太
宜
人
家
傳
」
、
潘
瀁

『
樸
溪
潘
公
文
集
』

卷
六

「先

妣
淑
人
家
傳
」

な
と
。

(19
)

た
だ
し
、
曾
肇

の
別
集

『
曲
阜
集

』
は
散
逸
し
、
今

日
の
輯
佚
本

に
は
該
當
す

る

作

品
は
な

い
。

(20
)

ま
た
、
明

て
は
萬
恭

『
洞
陽
子
集

』
や
殷
士
僧

『
金
與
山
房
稿
』

の
よ
う
に
、
特

定

の
卷
を

「
家
傳
」

に
充

て
て
、
家
族

の
碑
誌

や
行
状
を
收
録

し

て
い
る
場
合

も
あ

る
。

(21
)

拙
論

「
明
清
女
性
壽
序
考

」
(
『
明
清
文

學
與

性
別
研
究
』

江
蘇

古
籍
出
版
就

二

〇
〇

二
年
)
參
照
。

(22
)

存
命

の
者

に

つ
い

て
記
し
た
文

を
行
状

と
呼
ふ

の
は
不
適
當

か
も

し
れ
な
い
が
、

他

に
言
葉

か
見

つ
か
ら
な

い
の
で
こ
う
呼

ん

て
お
く
。
唐
龍

『
漁
石
集
』
卷

三

「求

歸
有
光

「先
妣
事
略
」
の
系
譜

文
述
」、
費
棗

『
費
鍾
石
文
集
』
卷
二

一
「述
老
母
事
實
」、
馮
柯

『貞
白
全
書
』
癸

帙

「吾
母
李
安
人
七
十
求
文
行
述
」
な
と
が
あ
る
。

(23
)

四
庫
全
書
本

(卷
三
八

一
の
み
闕
卷
)
に
よ
る
。

(盟
)

陽
湖
派
の
文
人
と
母
親
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
曹
虹

『陽
湖
文
汲
研
究
』
(中
華

書
局

一
九
九
六
年
)
第
四
章
第
三
節

「母
教
鉗
陽
湖
派
形
成
的
影
響
」
を
參
照
さ

れ
た
い
。

附

記

本

稿
は
、
平
成
十
三
年
度
科
學
研
究
費

補
助
金

の
交
付
を
受
け
た
基
盤

研
究

(
C
)

(1
)

「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
た
中
国

の

「家
」

と

「
女
」
」

(
課
題
番
號

一ω
。。
ω
ざ
G。
窃
)

に
よ
る
研
究

成

果
の

一
部

で
あ

る
。

一
五

一


